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中華料理の定番！様々な料理の彩りに！
～チンゲンサイ～

今月の
テーマ

ウイルス病（キュウリ黄化えそ病・キュウリ退緑黄化病）の
防除対策

ハツシモの仕上げ管理

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　松井 秀憲さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　鷲見 彩子さん

　キュウリ黄化えそ病のウイルスは、メロン黄化えそウイルス
（MYSV）と呼ばれ、ミナミキイロアザミウマ（以下ミナミキイロ）
が媒介します。ミナミキイロが本ウイルスの感染株を吸汁して保毒
し、健全株を吸汁することで感染します。
　一方、キュウリ退緑黄化病のウイルスは、ウリ類退緑黄化ウイルス
（CCYV）と呼ばれ、タバココナジラミ（以下タバコナ）が媒介しま
す。本ウイルスの感染株をタバコナが吸汁することで保毒し、健全
株を吸汁することで感染します。ミナミキイロ及びタバコナでは一
部で薬剤感受性の低下もみられ、薬剤のみで防ぐことは困難です。
何かひとつの対策を行えばこれらのウイルス病が防げる訳ではな
く、複数の手段を組み合わせて万全の対策をとることが重要です。
＜入れない＞
◎施設開口部への防虫ネット展張（白色0.4㍉目、赤色0.6㍉目）。
　ミナミキイロには、0.6㍉目の赤色ネットは有効ですが、退緑黄
化病を媒介するタバコナには0.4㍉目ネットが有効です。両害虫
に対しては、0.4㍉目ネットになります。
◎施設内・施設外周の雑草はアザミウマ類、コナジラミ類の発生源
となるため早期に除去します。定植2週間前までには、除草して
おきます。
＜増やさない＞
◎定植前に、青色・黄色粘着板・テープを施設内に設置し、早期発
見に努めます。

◎薬剤抵抗性の発達を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避けます。
◎天敵（スワルスキーカブリダニなど）を活用します。
　天敵導入前に、必ず散布農薬の天敵への影響日数を確認します。
＜出さない＞
◎ウイルス病の感染株は伝染源となるため、直ちに除去し、ビニール
袋に入れて完全に枯れるまで密封処理を行います。また、摘葉・摘
芽に媒介虫が生息することがあるため、同様に処理します。
◎発病ほ場のミナミキイロやタバコナは保毒虫である可能性が高い
ため、施設外へ逃がさないよう、栽培終了後は、施設の密閉処理
（蒸し込み）を行います。

　６月上旬に植えたハツシモは８月末から出穂し、９月は米粒が充
実する登熟期となります。これからの管理を適切に行い、米づくり
の仕上げを行いましょう。
●水管理
　出穂期は最も水を必要とする重要な時期です。出穂・開花（受
粉）をしっかり行うために、少なくとも出穂後10日間は水田内の水
を切らすことのないように水管理を行いましょう。その後は、根の活
力を維持させるため間断かん水を行い、総合的に登熟の向上を図り
ます。落水時期の目安は収穫の７日前頃とし、田面の状態に合わせ
て決めます。葉で作ったデンプンを籾へ送り、充実させることで登
熟が進むため、最後まで水分が必要となります。
●斑点米カメムシ類・イネいもち病対策
　斑点米カメムシ類（イネカメムシなど）病害虫発生予察注意報が
７月18日に発令されています。
　小型の斑点米カメムシ対策は、ラジコンヘリ等による液剤散布は
穂揃い期～傾穂期、粒剤散布は出穂後７日頃が基本となりますが、
イネカメムシに対する防除は、防除時期がそれより早く、液剤散布
による防除では出穂期前後、粒剤では出穂期の５～10日前が防除
適期となります。特に、周辺の早生・中生品種で発生がみられた場
合は注意してください。

　穂いもち対策は、上位葉に発病が目立ち、穂ばらみ期以降に天候
が不順な場合は、薬剤散布による防除を徹底します。
●適期収穫
　10月になると籾が黄化し、徐々に収穫時期を迎えます。品質の良
い米にするため、適期収穫に心がけましょう。収穫適期の目安は、
青籾の割合が5～10％の頃です（図参照）。
　ほ場で籾の状態を観察するとともに、９月以降の気温に注意し、
収穫時期を判断しましょう。刈り遅れは、玄米の色沢低下、胴割米
の増加等品質低下に繋がります。
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収穫適期の目安

成熟籾

青籾

　チンゲンサイは日本で馴染みのある中国野菜の代表格です。シャキシャキとした食感とほのかに甘みのある
淡泊な味わいが特徴です。肉厚なチンゲンサイを育てるには、適度な間引きで株間を確保することが大切です。

栽培の
ポイント

種まきの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と油粕100㌘/㎡を施し、深さ30㌢位までよく耕します。
さらに1週間前には化成肥料（畑作名人N:P:K=13:13:13）100㌘/㎡を施しよく耕します。
畝幅60～80㌢、高さ10～15㌢程の畝を立てます。雑草対策にマルチの使用もおすすめです。

畑の準備

畑に種まきする場合は、畝の表面を平らにならし、深さ1㌢、条間15㌢のまき筋をつけます。
まき筋は、支柱や木板を土に押し付けると簡単につけることができます。プランターにまく場合は、大きな縦長のプランターなら、真っ直ぐ
平行に2列にまき筋をつけます。条間は15㌢が目安ですが、ミニチンゲンサイは約10㌢で良いです。
まき筋ができたら、約2㌢間隔で、1粒ずつ種をまきます。種をまき終わったら、平くわなどで1㌢ほど覆土し、軽く鎮圧して水をかけます。
プランターの場合は、手で土をかけて、軽く土を押さえて水をかけます。
※チンゲンサイは、苗を育ててから植え替えをすることも可能です。セルトレイやポットに2～3粒ずつ種まきし、本葉2～4枚までに1本立
ちに間引きします。

種 ま き

チンゲンサイは、害虫被害の多い野菜なので、種まき後はすぐに寒冷紗や不織布などでトンネル掛けをするなどの害虫対策をしましょう。
栽培期間中はできるだけネットを開けないで、収穫が終わるまで掛けておきましょう。 

防虫ネット

畑の土が乾燥してきたら水やりをします。この際、寒冷紗、不織布の上からかけても問題ありません。水 や り

発芽が揃ったら、混み合ったところを間引きます。1回目の間引きは本葉3～4枚の頃に株間7～8㌢になるように、2回目の間引きは本葉5
～6枚で株間15㌢になるように間引きます。セルトレイやポットで育苗した苗は、根鉢を崩さないように丁寧に抜き取り、畑に株間、条間そ
れぞれ15㌢間隔になるように植え付け、たっぷりと水をかけます。

間 引 き

種まき後約55日で、草丈が15～20㌢になったら収穫します。
ミニチンゲンサイは、草丈が10～15㌢で収穫します。
葉柄の下の部分（尻）が張っていれば収穫適期です。大きめのものから抜き取り収穫します。

収 穫

アオムシ、カブラハバチ（芋虫）などの害虫は、防虫ネットで概ね予防できます。
病害では、白さび病、べと病などが主な病気です。アブラナ科の連作を避け、早期防除に心掛けましょう。

病害虫防除

最終間引きをした後、化成肥料（N:P:K=8:8:8）を20㌘/㎡程度施します。株の周りを軽くかき混ぜ、株が倒れないように株元に土寄せ
します。

追 肥 ･
土 寄 せ

出穂直後の穂を吸汁する
イネカメムシ成虫

種まき 防虫ネット 収穫

8月 9月 10月 11月 12月

作型目安

チンゲンサイ（秋まき）

キュウリ黄化えそ病 ミナミキイロアザミウマ

キュウリ退緑黄化病 タバココナジラミ

防虫ネット及び黄色粘着テープの設置

〇涼しい気候を好む一方で、夏の暑さにも比較的強く、春から秋まで栽培が可能ですが、夏の暑い時期はできるだけ避けましょう。
　春まき栽培もしくは秋まき栽培がおすすめです。
〇ダイコンや白菜、キャベツなどと同じアブラナ科の野菜で、アオムシの食害にあいやすいので注意が必要です。
〇ミニチンゲンサイという小さい種類のチンゲンサイは、栽培期間が短く、早く収穫することができます。
〇チンゲンサイはプランター栽培も可能です。

　毎日暑い日が
続き、夏の疲れ
が出てくる時期
となります。自身
の体調管理と安
全な農作業に努
めましょう。

抑草シートの設置

じゃん !  2025.9じゃん !  2025.9 1011 101010111111
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